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　コピーの最高峰を選ぶ「TCC 賞展
2022」が盛況のうちに終了しました。
　今年はTCC設立60周年であり、年鑑
のコンセプトは「アップデート」。1963年
の原弘氏によるTCC年鑑第1号のデザ
インを引用しながら、より自由で軽やか
にアップデートすることがテーマとなり
ました。2022年度のTCCグランプリに
はサントリーの企業広告「あんなににぎ
やかなのにみんなの声が聞こえる。今日
もまた笑って、語って。人生には、飲食店
がいる。」（栗⽥雅俊氏、⽥中直基氏／電
通）が選出されました。また中野仁嘉氏

（博報堂)が大塚製薬のカロリーメイト 
リキッド「CONNECT a CIRCUIT　思
考回路をつなげよう」等で受賞しました。
　ライブラリーでは連動企画として受賞
者による選書「コピーライターの本棚」が
開催されたほか、「資料で見るTCC60周
年」ではTCC設立当初の様子がわかる
資料が展示されました。

「TCC賞展2022」
2022年9月16日（金）～10月29日（土）

「walk,walk, 第75回広告電通賞展」
2022年11月3日（木・祝）～11月19日（土）
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上：会場中央のテーブルではTCCグランプリを紹介。
「人生には、飲食店がいる。」のコピーで展開された動画

やポスターが展示された。下左：初代TCC年鑑のデザ
インを現代にアップデートした展覧会ビジュアル。下
右：ライブラリー展示の様子

　1947年から続く日本で最も歴史ある
総合広告賞「広告電通賞」の受賞作品展
が開催されました。第75回広告電通賞
は、コロナ禍が続くなか2021年4月から
2022年3月に、国内で実施された広告の
中から応募総数1,206作品が選考の対象
になりました。
　長引くコロナ禍において、新たな日常
のあり方への前向きな提案が多く見られ
た今回の受賞作。本展では、第75回の特
徴を表した受賞作品を紹介するととも
に、第73回から3年連続して総合賞を受
賞したサントリーホールディングス、賞
創設から初めて「For Continuation」で
特別賞を受賞したパイロットコーポレー
ションの、長く商品と時代とひとの心を
つなぎ続けてきた広告コミュニケーショ
ンを、当館のアーカイブ作品と併せて展
示いたしました。

会場内にはパイロットコーポレーションの受賞にちな
んだ「書く、を体験する」コーナーが設置された
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　1971年の発足以来、半世紀にわたって「より良い社会」を目指
し、広告という形で社会にメッセージを発信し続けてきたACジ
ャパン。その50周年を記念した展覧会が開催されました。
　本展では50年にわたるＡＣジャパンのあゆみ・活動と合わせ、
その間の代表的な広告作品約220点をパネルや映像で紹介し、多
くの来場者を集めました。

　世界のクリエイティブ・ア
ワードを紹介する企画展「世
界のクリエイティブがやって
きた！2022」を開催予定で
す。本展では広告の本場ニュ
ーヨークのアワード THE 
ONE SHOWと世界最高峰
のデザインアワードD＆AD 

ACジャパン50周年広告展～つなげよう「気づきを、動きへ。」～
2022年11月25日（金）～12月24日（土）

世界のクリエイティブがやってきた！2022
第1弾　THE ONE SHOW 2022	 2023年2月11日（土・祝）～3月4日（土）
第2弾　D&AD Awards 2022	 2023年3月10日（金）～4月8日（土）
第3弾　CANNES LIONS 2022	 2023年4月14日（金）～5月6日（土）
※2023年1月5日（木）～2月10日（金）は館内メンテナンスのため臨時休館となります。
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次回
企画展

さまざまな手法を使って社会課題に取り組んだ広告コミュニケーションを紹介。銃
暴力の規制を訴えた「The Lost Class」（Change the Ref／アメリカ）が3賞それ
ぞれで上位賞に輝いた

Awards、世界最大のクリエイティブの祭典CANNES LIONSを紹
介。アワードごとの特徴や世界のクリエイティブの潮流を感じてい
ただける展覧会となっています。また、ライブラリーでは展示作品
をより“深掘り”できる書籍を展示いたします。

左：広告の4大メディア、新聞・雑誌・テレビ・ラジオのキャラクターが「思いやりの木」を育てている様子を描いたメインビジ
ュアル。中：1971年「公共心の喚起（淀川長治）」。右：2010年「あいさつの魔法。」

壁面展示のほか、1971～2022年の
作品を閲覧できる「ACジャパン作品
アーカイブ」や、印象に残った作品や
メッセージを残してもらう参加型のコ
ーナーも設置した


